
令和３年度 第２学期終業式 校長講話

皆さん、こんにちは。いよいよ２０２１年は残すところ７日となりました。

最近は日没が早いので、夕方になると校長室の窓の外のイルミネーションが灯り、クリ

スマスの雰囲気を味わうことができます。また、玄関前には地域農業科の皆さんが作成し

た立派な門松が立ち、正月が近づいている気分にもなります。校内で年末年始をカレンダ

ー上だけではなく、雰囲気や実感として感じることができますので、関わってくれた皆さ

んには本当に感謝しています。

そして、２学期は、振徳祭体育の部・文化の部と修学旅行を無事実施できたことを嬉し

く思っています。また、現地での交流はできませんでしたが、台湾の稻江高級商業職業学

校とのオンライン交流は稻江の生徒や先生方に大変喜んでいただきました。この交流の様

子は台湾の複数の報道機関が取り上げ、ネットで紹介される程の反響もありました。

一方で、インターンシップや福祉科の施設実習、アメリカ合衆国の姉妹校ＣＧＳ校との

交流等、できなかった取組もありますが、来年こそは実施できることを期待しています。

今日は令和３年度第２学期終業式ですが、３年生にとって終業式への出席は高校最後と

なります。あと２ヶ月ほどで卒業です。気を弛め過ぎて３年間の高校生活が台無しになら

ないよう、一日一日を大切に過ごしてください。

それではこれから４つのことをお話しします。

一つめは、１学期の始業式と終業式にも話した「目標を立てて行動することの大切さ」

についてです。

目標達成のためには具体的な行動計画が必要です。その計画に沿って地道に行動してい

くことだけが目標を達成できる方法と言われています。目標と似ている言葉に決意という

ものがあります。決意すること自体は悪くないのですが、『決意した時点で自分が生まれ

変わって何かすごいことができそう』と脳が勘違いすることがあるそうです。決意やスロ

ーガンは目標達成に向けて行動することを周囲に知らせる効果しかありません。目標を立

てて行動することと決意とは別物と思った方が良いと思います。このことはアメリカのス

タンフォード大学等で研究され、科学的な根拠が示されていて、関連する図書(※)も発行

されていますので、関心のある人はぜひ読んでください。

また、この年末・年始という時期は、誰もが行く年の反省をし、来る年に向けて目標を

立てると思います。「一年の計は元旦にあり」とも言われますので、ぜひ一年の目標と行

動計画を立てください。

ちなみに校名の由来となった飫肥藩の藩校「振徳堂」で小村寿太郎先生の先生であった

小倉処平先生のそのまた先生である安井息軒先生は、江戸で三計塾という塾を開きました。

この三計塾の三計は「一日の計は朝（あした）にあり。一年の計は春にあり。一生の計は

少壮の時にあり。」から名付けたとそうです。ここで言う「春」は「元旦」のことを指し

ますので、「一年の計は元旦にあり」ということになります。これは何事も始めが肝心だ

という教えですので、２０２２年はどんな一年を送りたいのかをまず考えてください。



二つめは成年年齢引き下げについてです。

法律の改正に伴いまして、いよいよ２年生は来年４月以降の誕生日を迎えた人から順次、

未成年ではなくなります。２学年ＰＴＡ集会では概要について保護者の皆さんにお話しし

たところですが、ぜひ家庭で話題にしてもらいたいと思います。法務省のホームページに

は「１分でわかる成年年齢引き下げ」等のわかりやすい動画等もありますので、スマホや

パソコン等で時間を見つけて必ず視聴しておいてください。当然ですが、３年生は来年４

月１日から全員成年になります。日本政府は様々な消費者トラブルが多発することを警戒

していますので、自分のこととして関心を持ってください。

三つめはお願いになります。

皆さんが正門前の横断歩道を横断しようとする時、車を止めてくださる方がいます。こ

れは道路交通法でそうしないといけないのですが、止まってくださった時は、会釈でよい

のでお礼の態度を表してほしいと思います。そのことで運転手さんが、「次も止まってあ

げよう」と思っていただければ、交通事故を減らす役割を皆さんが担うことになります。

３年生の中には自動車学校で教習を受けている人がいます。「横断歩道前で車を止めた時、

歩行者が会釈でもしてくれたらどんな気持ちになるか」を考えてみてください。

先日、「全国に７万カ所の危険な通学路がある」という新聞記事を読みました。通学途

中の痛ましい事故が発生しています。板敷街道は危険な通学路ではないと思いますが、そ

れでも数年前に途中の交差点で事故が発生しています。板敷街道を通勤で使われている地

域の方々が、飫肥小学校、飫肥中学校、振徳高校の児童生徒のために安全運転を心がけよ

うと思っていただければ、安全な通学路となります。今町一丁目交差点からの送迎車進入

を遠慮していただくことを含めて、皆さんの協力をお願いします。

四つめです。

現在、海外では新型コロナウイルスのオミクロン株の感染が拡大しています。国内市中

感染も確認されているようです。しかし、どんな変異株であったとしても、マスク着用、

三密の回避、換気に気をつければ感染を防ぐことができると専門家が説明しています。年

末年始に遠出をしたり、日頃会えない人と会えることを楽しみにしている人がいると思い

ます。ここで油断をすることなく、感染対策を取りながら楽しんでください。

１月１１日が第３学期の始業の日となります。全員で元気に３学期のスタートを切れる

ように事故や病気に気をつけながら、楽しい冬休み、充実した冬休みを過ごしてください。

以上で、講話を終わります。

令和３年１２月２４日

宮崎県立日南振徳高等学校 校長 山下 勉

（※）「The Willpower Instinct」(Kelly McGonigal,Ph.D.)

「スタンフォードの自分を変える教室」（大和書房））」


